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一般社団法人越前市浄化槽維持管理協会施行規則 

 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、一般社団法人越前市浄化槽維持管理協会（以下「本協会」という。）の定款（以下「定款」

という。）の施行その他本協会の事業の運営について必要な事項を定めるものとする。  

 

（区域） 

第２条 本協会が合併処理浄化槽（以下「浄化槽」という。）の維持管理を行う区域は、越前市内において、越前

市公共下水道計画区域、越前市農業集落排水処理区域、越前市林業集落排水処理区域及び越前市戸別公共浄化

槽処理区域（以下「下水道整備区域」という。）を除いた区域とする。ただし、会長が特に必要があると認めた

ときは、この限りではない。 

 

（経費） 

第３条 本協会の経費は、会費、維持管理受託料その他の収入をもって充てる。 

 

 

第２章 会員及び役員等 

（会員） 

第４条 会員とは、定款第６条に定める正会員及び一般会員をいう。 

   

（入会申込み） 

第５条 入会を希望者は、別紙１の入会申込書に必要事項を記入し、本協会に提出するものとする。 

 

（有効期間） 

第６条 この規則に基づく会員の契約期間は、入会申込日の翌月 1 日から 1 年間とする。 

２ 期間満了日の２か月前までに、会員又は本協会から相手方に対し、書面による特段の意思表示がない場合は、

更に契約期間を１年間更新するものとし、以後も同様とする。 

 

（入会の不承認） 

第７条 次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、入会申込みを承認しないことができる。 

（１）入会申込みの際の申告事項に、虚偽の記載、誤記、記入漏れのあった場合 

（２）過去に本協会から会員資格を取り消されたことがある場合 

（３）その他、本協会が会員契約を結ぶことを不適当と判断した場合 

 

（脱会の届出） 

第８条 本協会を脱会しようとする者は、別紙２の脱会届出書に必要事項を記入し、本協会に提出しなければな

らない。 
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（変更の届出） 

第９条 会員は、その名称、住所、連絡先等、本協会への届出事項に変更が生じた場合には、速やかに変更手続

きを行うものとする。 

２ 会員が前項の変更届出を行わなかったことにより不利益を被った場合、本協会はその責任を一切負わないも

のとする。 

 

（部会） 

第１０条 本協会に次の部会を置き、必要に応じ事業の推進を図る。 

（１）製造部会 定款第６条第１号エの正会員で構成する部会 

（２）施工部会 定款第６条第１号ウの正会員で構成する部会 

（３）保守点検部会 定款第６条第１号アのうち保守点検を行う正会員で構成する部会 

（４）清掃部会 定款第６条第１号アのうち清掃を行う正会員で構成する部会 

（５）法定検査部会 定款第６条第１号イの正会員で構成する部会 

（６）普及促進部会 定款第６条第２号の一般会員で構成する部会 

 

（役員等の選任） 

第１１条 定款第２３条の役員等の選任にあたっては、次により行うものとする。 

（１）理事は、製造部会、保守点検部会、清掃部会及び法定検査部会からそれぞれ１名を、施工部会及び普及促

進部会からそれぞれ２名を、並びに越前市の下水道事業を所管する理事の職にある者１名を選任する。 

（２）監事は、製造部会及び施工部会を通じて１名を、普及促進部会から１名を、及び越前市の下水道事業を所

管する課長の職にある者１名を選任する。 

（３）会長及び副会長は、越前市職員から選出された理事以外の理事の互選により選定する。 

 

（会費） 

第１２条 正会員の年会費は、次の表の均等割と事業割を合計した額とする。 

部会 均等割 事業割 

製造部会 ３口 １基当たり２，０００円 

施工部会 前年実績が０基～２基 １口 

前年実績が３基～５基 ２口 

前年実績が６基以上  ３口 

１基当たり２，０００円 

保守点検部会 ３口 １基当たり１００円 

清掃部会 ３口 １基当たり２００円 

法定検査部会 ３口 １基当たり 

７条検査 １，５００円 

１１条検査  ６００円 

  

２ 前項において、均等割１口は、１０，０００円とする。 

３ 年会費の納入については、１月から１２月までの施工等の実績に基づき、翌年３月までの本協会が指定した
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期日までに支払うこととする。ただし、会長が特に必要と認めた場合はこの限りでない。 

 

（議決権の個数の算定） 

第１３条 定款第１５条第３項の議決権の個数は、前条の均等割１口につき１個とする。 

２ 議決権は、会費が納入された日以後に開催される社員総会から行使することができる。 

３ 新たに正会員となった施工部会に所属する者で、前年実績が特定できない場合にあっては、会費を均等割１

口とし、議決権を付与するものとする。 

 

（社員総会の代理人） 

第１４条 定款第２０条の議決権の行使を委任することができる代理人で規則で定める者とは、正会員である法

人に所属する者とする。 

 

 

第３章 委託契約の申込等 

（委託契約の申込み） 

第１５条 浄化槽の維持管理を新たに委託しようとする者は、別紙３の浄化槽維持管理業務委託契約申込書を本

協会に提出しなければならない。 

 

（契約の申込みの承諾） 

第１６条 本協会は、第２条に規定する区域の浄化槽設置者から浄化槽維持管理業務委託契約（以下「委託契約」

という。）の申込みがあったときは、受け付けた順に従ってこれを承諾する。 

２ 下水道整備区域で既に供用開始が告示された地域については、申込みを承諾しないものとする。 

３ 本協会は、委託契約の申込みをしようとする者が、維持管理業務委託料金（以下「委託料金」という。）の支

払いを現に怠り、又は怠る恐れがあると認められるときは、その申込みを承諾しないことができる。 

 

（既設浄化槽の契約条件） 

第１７条 既に使用に供されている浄化槽の委託契約の締結に当たっては、次に掲げる要件が満たされているも

のとする。 

（１）申込月の前４か月以内に保守点検を行っていること。 

（２）申込月の前６か月以内に清掃を実施していること。 

（３）申込後の機能確認検査において、浄化槽の修繕が必要でないこと。 

 

 （契約者の氏名等の変更の届出） 

第１８条 浄化槽維持管理業務委託の契約者（以下「契約者」という。）は、住所、氏名又は納付書の送付先に変

更があったときは、速やかに本協会に届け出なければならない。 

２ 前項の変更の届出がなされるまでは、本協会に届け出ている住所、氏名又は納付書の送付先への送付をもっ

て、その通知が行われたものとみなす。 
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（解約） 

第１９条 浄化槽の委託契約を解約しようとする者は、別紙４の解約申込書を本協会に提出しなければならない。 

（契約の解除） 

第２０条 本協会は、契約者が次のいずれかに該当するときは、契約を解除する。 

（１）委託料を６か月以上支払わないとき。 

（２）委託契約の申込みに当たって、本協会所定の書面に反する記載が判明したとき。 

（３）契約者の義務規定に違反したとき。 

（４）下水道整備区域内の供用開始が告示された地域において、告示後１年が経過したとき。 

 

 

   第４章 委託業務 

（委託業務の範囲） 

第２１条 本協会が契約者から委託を受ける浄化槽の維持管理業務（以下「委託業務」という。）の内容及び費用

負担は、次のとおりとする。 

（１）法定検査 浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）第７条及び同法第１１条による水質検査。ただし、同法

第７条の検査に要する費用は、契約者の負担とする。 

（２）保守点検 浄化槽法第８条による保守点検 

（３）薬剤補充 消毒槽における消毒剤等の補充 

（４）清掃 浄化槽法第９条による清掃（公共下水道の供用開始の告示日から１年以内に下水道に接続した場合

に行う清掃を含む。） 

（５）修繕 浄化槽本体、送風機及び排水ポンプの破損・故障による修繕及び取替えとし、対象範囲は別に定め

る。ただし、契約者の故意若しくは不注意又は天災地変並びにその他外的要因による破損・故障を除く。 

 

 （委託業務の開始） 

第２２条 委託業務は、浄化槽が第１７条の契約条件を満たしていることを本協会が確認し、口座振替等の事務

手続きが完了したときから開始する。 

２ 本協会は、委託業務を開始するときは、あらかじめ別紙５により契約者に開始する旨を通知するものとする。 

 

（契約者の適正使用義務） 

第２３条 契約者は、浄化槽の性能が最大限発揮され良質な放流水が確保されるよう、適正な浄化槽の使用に努

めなければならない。 

２ 契約者は、保守点検、水質検査、清掃等の業務を行う場合は、原則として立ち会わなければならない。 

３ 契約者は、送風機が常時稼働状態にあることを確認し、故障による停止等の異常を感知したときは、直ちに

本協会に連絡しなければならない。 

 

 

第５章 委託料金 

(委託料金の支払義務) 
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第２４条 本協会は、浄化槽維持管理業務に係る委託料を委託契約者から徴収する。 

 

 （委託料金） 

第２５条 浄化槽の１か月の委託料金は、下記の表により算定した額に消費税等相当額を加え、１円未満の端数

を切り捨てた額とする。 

人 槽 月額委託料金（消費税別） 

５～６人槽 ２，８５７円 

７～８人槽 ３，２３８円 

９～１０人槽 ３，６１９円 

１１～５０人槽 １０人を超えた人槽数に２８６円を乗じて得た額に３，

６１９円を加えた額 

２ ５１人槽以上の浄化槽の委託料金は、別途協議して決定するものとする。 

３ 委託料金の納入については、口座振替の方法により、２か月分を隔月徴収するものとする。ただし、会長が

必要と認めたときは、この限りでない。 

 

（委託料金の納期及び口座振替日) 

第２６条 委託料金の納期及び口座振替日は、月末とする。ただし、当日が金融機関の休業日に当たるときは、

その翌営業日とする。 

 

（延滞利息） 

第２７条 契約者は、委託料金について納期を経過してもなお支払いがない場合は、支払期間の翌日から支払い

の日の前日までの日数について、年１４．５パーセントの割合で計算して得た額を延滞利息として、本協会が

定める方法により支払わなければならない。ただし、支払期日の翌日から起算して１０日以内に支払いがあっ

たときは、この限りでない。 

 

 

第６章 補助金 

（補助金の交付） 

第２８条 本協会は、定款第３条に定める目的の達成、並びに第４条に定める事業の推進に関わり、契約者に対

し予算の範囲内において補助金を交付することができる。 

２ 補助金の種類は、以下のとおりとする。 

（１）浄化槽入換え補助金 

（２）浄化槽修繕補助金 

３ 補助金の交付にあたって必要な事項は、それぞれの要綱で定める。 

 

 

第７章 雑則 

 （規則の変更） 
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第２９条 この規則は、社員総会の決議によって変更することができる。 

２ 第２５条第１項の規定を変更する場合は、あらかじめ越前市と協議しなければならない。 

 

（委任） 

第３０条 この規則に定めるもののほか、この規則の施行について必要な事項は、理事会の決議を経て会長が別

に定める。 

 

 

   附則 

 （施行期日） 

１ この規則は、平成２８年１１月２６日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成２８年１２月までに開催される社員総会における正会員の議決権の個数は、旧越前市浄化槽維持管理協

会において平成２７年度に納付された会費の均等割額に基づき、第１３条第１項の規定を適用して算定した数

とする。 

   附則 

１ この規則は、令和元年５月２８日から施行する。 

２ 第１２条の改正後の規定は、令和元年度分の会費算定から適用する。 

   附則 

１ この規則は、令和４年７月１日から施行する。 

 

 

一般社団法人越前市浄化槽維持管理協会施行規則第２１条第１項第５号に定める対象範囲は下記の修繕費支弁

基準による。 

 

 

 

項 目 修繕費支弁基準 

浄化槽本体及び内部機材 

 

 

 

送風機（ブロワー）及び排水

ポンプの修繕・取替 

 

マンホール蓋 

 

その他の部材 

浄化槽本体及び内部機材の修繕は、国の循環型社会形成推進交付金事業に

定める標準工事費の２０％以内を限度額とする 

併せて、清掃を伴う大規模な修繕は一浄化槽あたり一回限りとする 

 

修繕費又は取替費の全額 

 

 

マンホール蓋の修繕費・取替費については除外する 

 

修繕費又は取替費全額 


